
院内感染対策○×クイズ

全問題数１６問

何問正解できるかな・・？？



• 結核患者には、Ｎ９５マスクを着用してもらい
飛散を防ぐ

第１問



結核患者には、サージカルマスクを着用
してもらいます



• 麻疹患者に対応するときは、サージカルマス
クを着用する

第２問



麻疹は空気感染します
対応するスタッフはＮ９５マスクを着用してください



• バンコマイシンの点滴は、１時間以上かけて
ゆっくりと行うとよい

第３問





• ＴＤＭ採血は早朝がよい

第４問



バンコマイシン投与直前の血中濃度（トラフ値）が
重要です。
バンコマイシン投与直前に採血してください。



第５問

• HBｓ抗原陽性血液の針刺しをした場合、

HBワクチン接種により抗体（＋）であれば感染
の心配はない





• 血液培養は、高熱が落ち着いてから採血を
行う

第６問



３８度以上の発熱時、３６度以下の低体温時や
悪寒時に採血を行いましょう

必ず医師の指示を確認して下さい



• 喀痰検査時の喀痰採取は、含嗽をしてから
行う

第７問



口腔内は、常在細菌が多数存在しているので、
常在菌数を減らすために実施します



• 手袋を装着していれば、手洗いの必要性は
ない

第８問



手袋には、穴が開いている可能性があります
また、脱ぐ時に汚染している可能性がありますので、

手袋を脱いだあとも手指衛生を行いましょう



• ＭＲＳＡ患者の部屋に入室時は、まだ手指が

汚染されいないので手指消毒しなくてもよい

第９問



MRSA患者の部屋の入室時には、詰所・カルテ・

パソコンなどに付着しているかもしれない菌を患者
に運ぶ可能性があるので手指衛生を行いましょう



• 給食は、調理後１時間以内に食べるようにする

第１０問



給食は、調理されてから２時間以内に食べることが
基本です

配膳されたら出来るだけ早く食事するよう説明しましょう



• 咳の多い外来患者は、希望すればマスクを

２０円で購入することができる。

第１１問





• インフルエンザに罹患したとき、マスクを着用
していれば勤務に支障はない。

第１２問



罹患した場合は、解熱後48時間経過してからの
勤務になります

解熱しても感染源となる可能性はあるので、
発症後１０日間はマスクを着用して下さい



• インフルエンザに罹患した場合、解熱すれば
他人にうつす危険性はない。

第１３問



解熱しても、８割以上はウィルスが残って
いるので、感染源となる可能性があります



• タミフルは、熱や症状が治まれば飲み残して、
家族がインフルエンザになった時まで保管し
ておく。

第１４問



内服は、症状が治まっても５日間しっかりと
飲み切ってください



• 1日2回の抗菌薬の点滴指示は10時、16時の
通常点滴時間でよい。

第１５問



抗菌薬の点滴は、出来る限り１２時間おきに
投与する方が効果が良い



第１６問

• 点滴中にルートが外れた場合、外れたルート
は消毒してそのまま刺しなおせば良い。



外れたルートは汚染している可能性が高いです
きちんと交換しましょう


